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平成 1 9年 5 月 2 4 日判決言渡 同日原本領収

平成1 8年（レ）第2 6号 保証債務履行反訴請求控訴事件（原審•松阪簡易裁判所平

成1 8年（ハ）第6 5号（本訴）， 同第1 4 4号（反訴））

ロ頭弁論終結日 平成 1 9 年 3 月 2 2 日

判

東京都中央区日本橋3丁目8番1 4号

控訴人（本訴被告・反訴原告）

同代表者代表取締役

同訴訟代理人弁護士

三重県松阪市

被控訴人（本訴原告・反訴被告）

同訴訟代理人弁護士

同

同

同

同

1

2

 

主

本件控訴を棄却する。

1
.
1

 

第

事

当事者の求めた裁判

控訴人
1
,'

、

'

1

2
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;J
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,
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実 及

被控訴人は， 控訴人に対し，

び 理

年4月8日から支払済みまで年2 1. 

割計算）による金員を支払え。

決

文

控訴費用は控訴人の負担とする。

由

原判決中， 控訴人敗訴部分を取り消す。

裁判所書記官

石

村

福

伊

森

坂

田

井

藤

相賀睦夫

俊

正

正

誠

雄

人

明

基

恵

7 0 万 4 0 7 1 円及びこれに対する平成 1 8

9 バ ー セントの割合（年 3 6 5 日の日
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(3) 訴訟費用は， 第1, 2審とも被控訴人の負担とする。

(4} 仮執行宣言

2 被控訴人

主文同旨

第 2 事案の概要

1 本件は， 訴外 （以下「 」といっ。）が控訴人から金銭の貸付け

を受けるに当たり， 同貸付金の連帯保証をした被控訴人が， 控訴人に対し，(1)

本訴として， 上記連帯保証債務の不存在の確認を求めるとともに，控訴人から

給料を差し押さえるなどと脅されたため精神的苦痛を被ったとして， 不法行為

の損害賠償請求権に基づき， 慰謝料1 0万円及び弁護士費用1 5万円並びにこ

れらに対する訴状送達日の翌日の平成1 8年4月1 5 日から支払済みまで民法

所定の年5分の割合による遅延損害金の支払を求め，(2)反訴として， 控訴人が，

被控訴人に対し， 上記連帯保証契約に基づき， 利息制限法所定の制限利率によ

る引き直し後の残元金7 0万4 0 7 1円及び最終弁済日の翌日の平成1 8年4

月8日から支払済みまで同法所定の制限利率の年2 1 . 9バ ー セントの割合

（年3 6 5日の日割計算）による遅延損害金の支払を求めた事案である。

原判決は， 本訴請求のうち債務不存在の確認を求める部分を却下し，その余

の本訴請求及び反訴請求をいずれも棄却したところ， 控訴人が控訴した。

2 争いのない事実及び争点は， 次のとおり付加・補正するほか， 原判決「事実

及び理由」中の「第2 事案の概要」2, 3記載のとおりであるから， これを

引用する。

(1) 原判決4頁1 2 行目の次に改行して， 次のとおり加える。

「 控訴人は， 期限の利益喪失， 延滞利息充当， 一括支払請求等の意思表示あ

るいは事実の表示を毎回しており，・ 「文字が小さい」 「目立たない」等の恣

意的な理由で意思表示が否定されるべきではない。 また， 一括弁済請求を維

持しつつ， 債務者に支払能力がないとき， せめて分割金額を遅れても回収し
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ようとするのは，債権者として当然の態度である。

よって控訴人の期限の利益喪失の主張は，信義則違反ないし権利濫用と

はいえないから，控訴人は，被控訴人に対し，連帯保証契約に基づき，第1

の1 (2)のとおり金員の支払を求める。」

(2) 同頁1 4行目から2 0行目末尾までを，次のとおり改める。

「ア 期限の利益の再度付与又は期限の利益喪失による不利益の宥恕

控訴人は， 遅延損害金を請求する根拠として，領収書兼利用明細書に

「期限の利益を喪失しているので，一括支払い義務があること」と記載し

てあることを主張する。しかし，債務者にとっては，債権者から送付され

る書面のうち，注意して見る所は，残金の額と，次にいくら支払わなけれ

ばならないかということであり，支払っている分割金の内訳（利息か遅延

損害金か）には注意が向かないのが通常である。また，本件の場合，利息

と遅延損害金が同率の年2 8パ ー セントであり，債務者は遅延したために

高い利息を支払っていると認識せず継続して利息を支払うことになる。他

方，債務者が利息制限法違反に気づけば，控訴人は制限利率の 1. 4 6 倍

に当たる年 2 1 . 9 バ ー セントの遅延損害金を請求するのであり かかる

取引はそもそも信義則上許されない。

控訴人は，期限の利益喪失を理由に 一 括弁済の請求をするならば，債務

者に期限の利益喪失を感得させるべく，領収書兼利用明細書ではなく，別

の催告書を送付すべきであった。したがって，控訴人がそのような手続き

を取らなかった本件では， 期限の利益の再度付与または期限の利益喪失に

よる不利益の宥恕があったと考えざるをえない。

イ 信義則違反又は権利濫用

控訴人は，期限の利益喪失から約4年半後， 平成1 8年2月になって，

初めて被控訴人に請求した。その際の金額も， 利息制限法に引き直した金

額ではなく，約定の年 2 8 パ ー セントの利率で計算をした 1 6 6 万円であ
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った。 また， 領収書兼利用明細書の記載も， 残金 一 括請求ではなく， 従前

と同じであった。 したがって， 控訴人が遅延損害金の支払いを求めること

は， 信義則違反または権利濫用であり， 許されない。 j

第3 当裁判所の判断

1 当裁判所も， 控訴人の反訴請求は理由がないものと判断するが， その理由は，

次のとおり付加するほか， 原判決「事実及び理由」中「第3 争点に対する判

断」記載のとおりであるから， これを引用する。

(1) 原判決5頁8行目冒頭に「{1)」を加え， 同頁1 6行目「弁論の全趣旨によ

れば，」に続けて「 が第1回目の支払から債務の返済を遅滞して期限の

利益を喪失したにもかかわらず，」を加える。

(2) 同6頁9行目の次に改行して以下を加える。

「(2) これに対し， 控訴人は， 期限の利益喪失， 延滞利息（遅延損害金）充当

及び一 括支払請求等の意思表示あるいは事実の表示を書面において毎回し

ているのであり， これらの表示の文字が小さいことや目立たないことなど

で， 期限の利益喪失を前提とした請求が権利の濫用ないし信義則違反とし

て否定されるのであれば， 法的安定性や予測可能性が覆され不当であると

主張する。

しかしながら， 原判決第3の1のとおり， 控訴人が約4年半という長期

にわたり約定の分割金を毎月請求し続けたことで， ないし被控訴人と

しては未だ分割払いができると期待するのが当然であり， 控訴人としても

これを許容しているといえる状況にあったのである。 そうすると， こうし

た状況を解消する措置が講ぜられていたといえなければ， 控訴人が現段階

に至って期限の利益喪失を前提とした請求をすることが権利の濫用ないし

信義則違反に該当するとの判断は左右されるものではない。

以上を前提に控訴人の上記主張を検討するに， 控訴人作成の領収書兼利

用明細書（乙1の①ないし⑰）では， 「次回ご請求額J・として「¥6 5, 
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0 0 0 」と記載された上で， 同金額が枠で囲まれ， 同金額を前提とした充

当関係が示されているのであって， 確かにその下部には， 「お客様は上記

の日付で期限の利益を喪失しております。 よって， 当社の右記担当者にご

連絡の上， 元利金を 一 括にてお支払い下さいますよう宜しくお願い申し上

げます。 なお， 期限の利益喪失日以降は遅延損害金の適用となります。 j

などと付記されているものの， 同書面の記載を全体としてみれば書面を

受領した者としては， 約定の分割金である 6 万 5 0 0 0 円が請求されてい

るのであって， 同支払をすれば足りるものと受け取るのが通常である。 そ

うすると， 領収書兼利用明細書の上記記載では， 前記の状況を解消する措

置が講ぜられていたということはできない。

したがって， 控訴人の上記主張は採用できない。 」

2 以上の次第で， 本件控訴に係る控訴人の反訴請求は理由がないから棄却すべ

きである。 よって， これと同旨の原判決は相当であり， 本件控訴は理由がない

から棄却することとし， 控訴費用の負担について民訴法 6 7 条， 6 1 条を適用

して， 主文のとおり判決する。

津地方裁判所民事第2部
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裁判長裁判官 水 谷 正 俊

裁判官 久 保 孝

裁判官 薄 井 真 由 子
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これは正本である。

平成1 9年5月24日

津地方裁判所民事部

裁判所書記官
•̀
I'
，
＇

,

 

胃
名．i
3liへ
百

i

口
計[
§­

廿．一
9

-

l一＿
危
翌

一
亨〗
鬱
茫

層
璽

睦賀月中

-�-



平成1 8年1-0月2日判決言渡 同日原本領収 裁判所書記官

平成 1 8 年（ハ）第 6 5 号 損害賠償等請求事件

平成 1 8年（ハ）第 1 4 4 号 保証債務履行請求反訴事件

口頭弁論終結日 平成 1 8 年 9 月 4 日

判 決

三重県松阪市

原告 （反訴被告）

同訴訟代理人弁護士 石 坂

同 村 田

同 福 井

同 伊 藤

同 *木� 

東京都中央区日本橋 3 丁目 8 番 1 4 号

被告 （反訴原告）

同代表者代表取締役

同訴訟代理人支配人

主 文

18.10. C 4 

俊 雄 ＼ 

正 人

正 明

誠 基

、
声
Cヽ

1 原告（反訴被告）の本訴のうち債務不存在の確認を求める部分を却下するc

2 原告（反訴被告）のその余の本訴請求及び被告（反訴原告）の反訴請求をい

ずれも棄却する。

3 訴訟費用は， 本訴反訴を通じ， これを3分し， その2を原告（反訴被告）の

負担とし， その余は被告（反訴原告）の負担とする。

事 実 及 び 理 由

第1 請求

1 本訴



(1) 原告（反訴被告）は， 被告（反訴原告）に対し， 7 6万6 9 8 8円の連帯

保証債務がないことを確認する c

(2} 被告（反訴原告）は， 原告（反訴被告）に対し， 2 5万円及びこれに対す

る平成 1 8 年 4 月 1 5 日から支払済みまで年 5 分の割合による金員を支払え c

2 反訴

原告（反訴被告）は， 被告（反訴原告）に対し， 7 0 万 4 0 7 ! 円及びこれ

に対する平成 1 8 年 4 月 8 日から支払済みまで年'2 1. 9 パーセントの割合

（年3 6 5日の日割計算）による金員を支払え c

第2 事案の概要

1 事案の要旨

(1) 本訴

本件は， 被告（反訴原告， 以下「被告」という C )から金銭の貸付けを受

けた訴外 （以下「ー ・」といっ。）の連帯保証人となった原告（反

訴被告， 以下「原告」という。）が， 未だ連帯保証債務が残っていると主張

する被告に対し， その債務の不存在の確認を求めるとともに， 原告が， 被告

から， 給料を差し押さえるなどと脅されたため精神的苦痛を被ったとして，

被告に対し， 不法行為に基づき， 慰謝料 1 0 万円及び弁護士費用 1 5 万円並

びにこれらに対する平成 1 8 年 4 月1 5 日（訴状送達日の翌日）から支払済

みまで年5分の割合による遅延損害金の支払を求めた事案である。

(2)反訴

本件は， 被告が， 原告に対し， 前記連帯保証契約に基づき， 利息制限法所

定の制限利率による引き直し後の残元金 7 0 万 4 0 7 1 円及び平成 1 8 年 4

月 8 日（最終弁済日の翌日）から支払済みまで年 2 1. 9 パーセントの割合

（年 3 6 5 日の日割計算）による遅延損害金の支払を求めた事案である。

2 争いのない事実

(1) 被告は， 貸金業等を業とする株式会社である。
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(2) 被告は， との間で， 平成 1 3 年 9 月 1 2 日付けで， 被告を債権者，

を債務者とする次の金銭消費貸借契約を締結した。

ア 借入金

イ 返済方法

2 1 0万円

元金と利息として平成1 3年9月から平成1 8年8月まで

毎月2 6日限り6 0回にわたって元利均等に6万5 0 0 0 

円を支払う。 ただし， 最終支払の元利合計は6 6 2 4· 円と

する。

ウ 利 率 年2 8. 0パーセント（年3 6 5日の日割計算）

年2 8. 0パーセント（年3 6 5日の日割計算）

債務者又は保証人が元金又は利息の支払を 一度でも遅滞し

たときは，｛責権者の通知催告の手続を要せず債務者は期限

の利益を失い直ちに元利金を 一 括して支払う c

(3)原告は， 被告に対し， 平成1 3年9月1 .2日付けで， 前記(2)の の債務

につき連帯して保証した。

工 損害金

オ 特 約

(4) 被告は， 前記(2)の契約に基づき， 平成 1 3 年 9 月 1 3 日， 2 1 0 万円

に貸し付けた。

(5) は， 別紙1「利息制限法に基づく残元利金等計算書」のとおり， 平成

1 8年1月まで返済を続けてきた。

(�)'原告は、 被告から， 平成1 8年2月分が から入金されていないと言わ

れ， 同月分として， 同年3月2日に4万6 0 0 0円を支払った。 また， 原告

は， 原告代理人に依頼して， 被告から取引履歴を開示してもらい， 別紙1

「利息制限法に基づく残元利金等計算書」に基づいて， 同年4月7日， 7万

9483円を支払ったc

(7) 被告は， 原告に対し， 別紙2「法定利息計算書」のとおり， 残元本70万

4 0 7 I円の債権を有すると主張している。

3 争点

3



(1} ないし原告は， 期限の利益を喪失しているか否か。

（被告の主張）

及び原告は， 被告に対し， 平成 1 3 年 9 月 2 6 日に支払うべき債務の

返済を怠り， 前記争いのない事実(2}オにより， 同日期限の利益を喪失した。

本件の取引について， 利息制限法所定の制限利率で引き直すと， 別紙2「法

定利息計算書」のとおり， 残元金は 7 0 万 4 0 7 1 円となる。

被告が弁済者に対して弁済を受けた際に交付する受取証書には， 「お客様

は右記の日付で期限の利益を喪失しております。 よって当社の右記担当者に

ご連絡の上， 元利金を一 括にてお支払い下さいますよう宜しくお願い申し上

げます。 なお， 期限の利益喪失日以降は遅延損害金の適用となります。」と

明記しており， 被告が原告の期限の利益を再度付与したことも， 期限の利益

喪失による不利益を宥恕したこともないことは明白である c

（原告の主張）

被告は， 期限の利益喪失事由があっても， 直ちに残元本及び遅延損害金の

支払を請求したりせず， その後も継続して分割弁済を受けているのであるか

ら， 期限の利益の再度付与もしくは期限の利益喪失による不利益を宥恕して

いるといわざるを得ない。

更に， 原告は， 主債務者でなく， 連帯保証人でもあるから， 年 2 1. 9 パ

ーセントの割合による遅延損害金の請求をすることは信義則上許されず， 権

利の濫用である。

(2) 被告は， 原告に対して， 不法行為を行ったか。

（原告の主張）

平成1 8年1月25日時点の残金は， 別紙1 「利息制限法に基づく残元利

金等計算書」のとおり， 1 2 万 2 5 1 2 円であるにもかかわらず， 原告は，

被告から， 同年3月1日， 1 6 6万円も残っていると言われ， 連帯保証人と

して支払をしなければ給与を差し押さえると脅され， 給与を差し押さえられ

4



たら大変であると考え， 翌2日に支払をした。 原告が被った苦痛を金銭に見

積もれば1 0万円を下らない。

原告は， 被告から前記のように脅され， 残債務を支払ったのに， 被告が未

だ残債務があると主張するため本訴を提起せざるを得なかったのであるから，

その弁護士費用としては1 5万円が相当である。

第3 争点に対する判断

1 争点(1) (期限の利益喪失の有無）について

前記争いのない事実のとおり， ，．と被告との間では，!� 又は保証人が元

利金の支払を 一度でも遅滞すれば， 期限の利益を失う旨合意され， 返済期日に

ついては毎月2 6日と定められているところ， 別紙1 「利息制限法に基づく残

元利金等計算書」のとおり， ＇は， 第1回目の支払について， その期限を徒

過し， 平成1 3年9月2 8日に至って支払をしていることが認められる。

そうすると は， 同月2 6日の経過により， 期限の利益を失っているこ

とになり， その時点で， 被告は， ないし原告に対して 一括支払を求めるこ

とができることになる。

しかるに， 証拠（乙1の1ないし5 7)及び弁論の全趣旨によれば， 期限の

利益を失った日から約4年半後の平成1 8年1月まで， 被告は， に対し，

約定の分割金である6万5000円を毎月請求し続け， ， の返済が滞った同

年2月になって初めて， 連帯保証人である原告に請求をしたが， その際の請求

金額も約定の分割金である6万5000円であることが認められる。このよう

な場合， ないし原告としては， 特段の事情のない限り， 期限の利益を喪失

し， 一 括弁済をしなければならないという事態になっていることについて誤解

が生じ， 未だ分割払いができるものだと考えていたと推測できるし，原告につ

いても同様である。 また被告としても，•それを許容するような行動を取ってい

たというべきであり， そのような事情があるのに現段階に至って， 初めて既

に期限の利益が喪失しているとして， それを前提とした遅延損害金を求めるこ

-
a



とは， 権利の濫用ないし信義則違反に該当するというべきであり， 被告の請求

はその限度で無効というべきである。

なお， 証拠（乙1の1ないし5 7)には， が期限の利益を喪失している

こと， 遅延損害金の利率が適用される旨記載されてはいるが， 文字も小さく，

分割金を請求している部分に比して目立たないものとなっているから， な

いし原告の誤解を解消するようなものとはいえず， 前記特段の事情があるとは

いえない。

よって， 原告ない

て扱われるべきである。

2 争点(2) (不法行為の成否）について

ついては， 期限の利益が喪失していないものとし

原告は， 本件の取引残高が1 6 6万円も残っていると言われ， 給料を差し押

さえると脅されたことにより， 精神的苦痛を被ったと主張するc しかし， 乙1

の5 6によれば、 原告ないし と被告との当初の契約を文言通り実施すれば

残額はl 6 6万円になることからすると, 1 6 6万円を請求したこと自体が直

ちに違法になるとはいえないし， 給料を差し押さえると言ったことも， その言

い方や状況によって違法性が生じることもあろうが， 本件では通常の債権回収

の方法の説明を超えて， 違法性を生じるような事情も認められないc

そうすると， 被告の原告に対する不法行為は成立せず， 慰謝料及び弁護士費

用の請求は理由がない。

3 結論

以上によれば， 被告の反訴請求は既に弁済がなされていることになるから理

由がないものとして棄却を免れず， 原告の本訴のうち債務不存在の確認を求め

る部分は， 以上の反訴により給付訴訟が提起されたことになるから， 確認の利

益がないものとして却下を免れない。 そして， 原告のその余の本訴請求は理由

がないからこれを棄却する。 よって， 主文のとおり判決するc

松阪簡易裁判所
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裁判官 鈴 木 幸 男
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（筍紙I)

利息制限法に基づく残元利金等計算書
債務者

年月日 日数 I i昔人元金 返済金額 l 法定�lj思金 元本充当額 残冗金 残画合計
01.09.13 ¥2,l 00,000 ¥2,100,000 
01.09.28 15 ¥30,000 判2,945 ¥17 ,055 翌，082,945 
01.10.25 27 I 祁0,000 ¥23,112 ¥26 t888 翌，056.057
01.11.26 32 祁3,000 ¥'l7 ,039 ¥35,961 ¥2,020,096 
02.01.07 42 ¥50,000 ¥34,867 ¥15,133 翌，004,963
02.01.08 1 ¥20,000 祁24 ¥19,176 半1,985,787
02.01.31 23 ¥50,000 ¥1 &,770 ¥31,230 ¥1,954,557
02.03.12 40 ¥50,000 ¥32,130 ¥17 ,870 ¥1,936,687
02.03.18 6 ¥30,000 判，775 ¥25.2251 ¥1,911,462
02.03.25 7 ¥50,000 ¥5.499 沼4,501 ¥1,866,961
02.04.30 36 祁0,000 ¥27,621 翌2,379 ¥1,844,582
02.05.07 1 祁，000 ¥5,306 祁94 半1.843,888
02.05.08 1 ¥12,000 ¥153 ¥11�242 半1,832,646
02.05.27 19 ¥50,000 半14,310 ¥35,690 半1,796,955
02.06.25 29 ¥50,000 翌1,416 翌s.584 半1,768,371
02.07 .25 30 祁0,000 翌1,802 翌8,198 ¥1,740,173

102.08.26 32 ¥50,000 ¥22,884 ¥27 ,116 判，713,053 ； 

02.09.25 30 ¥50,000 翌l 1l 20 屯8,880 ¥1.6&4,177
02.10.29 34 祁0,000 ・ 翌3 t532 ¥26.468 半1,657,710
02.12.02 34 ¥60,000 翌3,163 ¥36,837 ¥1,620,872
03.01.06 35 ¥60,000 翌3 t3 l4 ¥36.686 ¥1.584,186
o�.02.04 29 ¥50,000 ¥18,880 ¥31,120 ¥l t553,066 

··03.03.03 27 ¥50,000 判7,233 ¥32,767 ¥1,520,299
03.04.02 30 I 祁0,000 ¥18t7 43 ¥31,257 ¥1.489,042
麻.05.07 35 ¥55,000 ¥21,418 ¥33t582 ¥1,455,460
03.06.02 26 ¥50,000 判5 t551 ¥34,449 ¥1,421,011
03.07 .o 1 29 祁01000 半16,935 ¥33,065 ¥1,387,947
03.08.06 36 ¥50 t000 ¥20,534 翌9.466 ¥1,358A81
03.09.08 33 祁0,000 ¥18,423 ¥31,577 半1,326,904
03.10.06 28 ¥50,000 判5,268 ¥34.732 判；292,173 
03.11.11 36 ¥55,000 ¥19,117 祁S,8S3 ¥1,256,290
03.12.19 38 ¥50,000 判9,619 ¥30,381 ¥1,225,908
03.12.24 5 ¥\ 0,000 翌，519 ¥7,481 判，218,427
!04.02.24 62 判5,000 祁l,045 ¥63,955 ¥1,154,472 ！

・

04.04.13 49 判0,000 翌3,248 ¥46,752 半1 1107,720 
04.05.1 l 28 判5,000 判2,746 ¥32,254 ¥1,075,466

-- 04 .06.16 36 祁0,000 判5,911 沼4 t089 ¥1,031,377
04.07 .09 23 ¥40,000 ¥9,749 ¥30,25 l ¥1,001,126
04.08.23 45 祁7,000 ¥18,SH 判8,486 判52,640
04 ,09.l 7 25 ¥40t000 ¥9,787 ¥30,213 ¥922,427
0-i.l 0.08 I 21 ¥30,000 宵，961 翌2t039 ¥900,388
04.11.09 32 I 沼s,ooo t 半11,s41 1 ¥33,159 ． 祁67�229
04.12.17 38 ¥58,ooo 1 ¥\ 3.543 J 判4,457 l 祁22.772
05.01.18 32 沼1.000 半1 o,s20 t ¥36,180 宥86,592
05.02.14 27 沼2,000 毀7281 ¥33,272 I 判sa,s20 1 
05.04 .04 491 祁0,0001 ¥l 5,170 ¥64,830 ¥688.489 
05.05.10 as t 祁0,000 I , ¥10,186 判9,814 祁38,675
05.06.15 36 I I ¥65,ooo 1 判，449 ¥55,551 ¥583,124 
os.01 .11 l 26 t l 祁5,000 ¥6 t23 l ¥58,769· ¥524.355 
05.08.0 l 2, I 祁5,ooo 1 判s25 ! 祁0,475 判,63 t880
05.08.31 301 ¥65,ooo 1 商119 I ¥59,28\ 判04,599 j 
05.09.30 30 I 祁s,ooo I 沼，9881 祁0,012 半344,587

..、 ．
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05 .10 .31 31 j 祁5,000 判，390 祁0,610 ¥283,977 
05.11.30 30 ¥40t000 ¥3,501 ¥36,499 ¥247,478 
05.12.30 30 祁5,000 ¥3,051 祁1,949 ¥185,529
06.01 .25 26 祁5,000 ¥1,982 ¥63,018 ¥122,512
06.03.02 36 判6,000 ¥1,813 ¥44,187 宥8,324
06.04.07 36 判9,483 半1,159 ¥78,324 -¥0 

. ·"' ・' -. .... ...  -- . 量- -· - ,. ___ 
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1}!:j旦旦旦見せ互竺
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- - -

No. ! 取引日
I 
：取引区分

I
i 僭入金額 1 

I 
支払額 i次回返済日1期間

1
通常利率

1
通常利息ド!h

i
延滞利率1延滞損害金 l 和J息充当 1 元金充当 l 残高

I 
． 未払翠I}息： 

I 
1 I i 2001/09/13 : ＇ 貸付 I 2, 100. oool I 2001/09/26 ! I ゜ i I ゜ ゜ ol 2, 100. oool ゜

2 2001/09/28 ! ; 入金 f j 30.000 13 I 1s. ooo叫 11,219 2 I 21. 900駕 2. 520 13 ) 739 16.2611 2,083. 7391 ＇ ゜

3 I I2001/10/25 • . 入金 I ！ 50.000 I l ゜ 27 21. 900% 33,756 33. 756 16,244 2,067,495: Q. 
4 I : 2001/11/26 I ! 入金 ！ 63. 000 I ゜ 3Z 21.900苓 39,695 39, 695 23. 305 2,044.1901 ゜

5 I I2002/01/07 ! ' 入金 50, 000 I ゜ 4Z 21. 900% 51,513 50,000 ゜ 2. 044, 190 1. 513
6 ! 2002/01/08 I 入金 20. 000 ゜ 1 Zl. 9002: '1,226 2. 739 17,261 2. 026, 929 ゜

7 f 2002/01/31 ! 入金
I 

50,000 ゜ 23 21. 9001 27,971 27, 971 22.029 2. 004, 9001I
8 I i 2002/03/12 I I 入金 50,000 ・

゜ 40 21. 900% 48.117 48, 117 l r 883 2, 003. 0111 ゜

�10 i ， _20
Q2/0 03il8! 入金 80, 000 ゜ 6 21. 900席 7,210 7. 210 Z2, 790J 1,980,227 ゜

2/03/25 I I 入金 50,000 ゜ 7 21. 900因 s. 316 8. 316 41.684 I. 938,543 Q 
11 2002104;30 I 入金 50. 000 ゜ 36 21. 900各 41,872 41,872 8�128 1,930,415

＇ ゚

1Z 2002/05/07 i 入金 &, 000 ゜ 7 21. 9001 s.101 6,000 ゜ 1, 930. 415! 2�107 
13 2002/05/0R [ 入金 I 12. 000 ゜ 1 21. 900% 1.158 3,265 8. 735 I, 921. 6801

-j 
1
1
4 
5

1 
、

2002/05/27 I 入金 50,000 ゜ 19 21.9001 21,907 2L 907 28.093 1,893,587 ゜

ZOOZ/06/25 i I 入金 50,000 ゜ 29 21. 900� 32,948 32,948 17. 052 I, 876,535 
16 2002/07/25 I 入金 so .. 000 ゜ 30 21.9001 33.777 3ふ777 16. 223 1. 860. 3l•Z
17 I I ZOOZ/08/26 I I 入金 50鼻 000 0. 32 21.900ぢ 35. 717 35, 717 14. 283 1, 846, 029 ゜

1 s I 200210912s I 入金 50,000 ゜ 30 21.900苓 33.228 33. 228 15, 772 1. 829,257 ゜

19 2002/10/29 i 入金 50會 000 ゜ 34 21. 900図 37,316 37. 316 12. 684 L 816,573 ゜

zo l 2oou1uo2 : 入金 I 60. 000 ゜ 34. 21.900笛 37,058 37. 058 22, 942 l. 793書 6311 ゜

21 2003/01/06 ． ! 入金 60,000 I ゜ 35 21. 900i: 37,666 37,. 666 22. 334 I. 771,297,I ゜

22 I 2ooa102104 r 入金 I 50,000 ol 29 21.900% 30,820 30,820 19, 180 1, 1s2, 111I ゜

23 I 2003103103 1 入金 ! so.ooo ゜ ” 21. 900% 28,384 2S, 384 21. 616 1,730,501: I ゜

24 l 200310,i/02 入金 ！ J 50.000 I ゜ 30 21. 9001 31.149 31. 149 18,851 I.Tll,6SOl ゜

25 i Z003/05/07 入金 i 55. 000 I I ゜ as I 21. 90D尻 35會 9441 35, 944 19�056! 1. 692. 594．; ゜

2a I 200310&102 入金 ! 1 50.000. I ol 261 21.9001 26. 4041 26t 4041 23, 596 I. 668. 9981 ゜

n l 2ooa101101 入金 J i 50,000 l I ol 29 21.9001 29. 0401 29,040 20. 9601 1,648. 038
I 

i D 

28 l 1003/08/06 入金 i ！ so. oool I ゜ 36 ZL 900ぷ 35. 5971 35. S97 14, 4031 . 1,633, 635! ゜

2 9'. ` 2003/09/08 入金 I I so. oool ！ I ゜ 33 21.9001 32, 3451 32. 345 17, 655i 1,615,980! ゜

3 0 ! 2003/10/06 入金 I I so. oooJ. I I ゜ 28 21. 900i 27. 1481 27, 1481 22, 852 1, 593, 1281 ， ゜

31 i 2003/11/11 ! 入金 i ( ss, oool ·····-、ヽ f ゜ 36 21. 900�] .. ,,,_ 34, 4111 34, 4111 20.589 1. 572, 539! ゜

.. - - ---- ----

（
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l涙定ー 息計算書 I
顧客番号：

I 

Nn i 取引日 i取引区分i
! : l 

32 1 2003/I 2/19 ! 入金 i 
33 i 2003/12/24 ! 入金
34 i 2004/02/24 : 入金 i '!' -'」 ' ,, - -

叩OO�!_Oi/131 入金 I 
I 

�tlJQ91/05八11 入金 1 
叫04/06/16 j入金ー！

I 

38 I 2004/07/09� 入金叫 Zllovos/23 ・［入金 l 
!�_,· ��_04(09{}7 ! 入金

I 4 l : 2004/10/08 i 入金
町 200411vo9 I 入金
叫2004/12/17 ! 入金
44 f 2005/01/I�J入金
45 I 2oos1021u I 入金
46 : 2005/04/04 入金 1 

＿町 %005/05/10�
48 ! Z005/06/lが入金
49·I 2005/07 /l l I 入金--1 —- - I50 j ?005/08/QJ I 入金
SI __ L200S/08/叫礁
� -?J 加5/_09/3Q J 入金―ー！
53J�005/10/31 i 入金 ； 
54_ ;JOOS/11/30 L _ __ M··!

I 

！ 

55'. 2005(12/30 ! 入金 ！ 
5!: 四06/01/2引入金l
57 ; 200�/03/02 ; 入金 i I 

58 ; 2006/04/07 ! 入金 i 
合計 i 

氏名：
"● "'■'" ,, ●●●●●● 

借入金額 率利常通
こ
一
;

'
'
m
●

問期．．
 

日済返回次
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三―
-二

這

賊
lOt
95
丸
低＿

誓＿

誓
孤
紅
58
孔
仏
孤
肌 ．
訊
紅
65
65
紅
韮
見
訊
訊
位
丸
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I I 
通常利息l遅れ．延滞利率延滞損害金！LJ 

QL•�r21. gooぶI 35. ss3
ol s 21. 9001 4, 61s
0 62 21. 900芸 57, 774
0 49 l 21. 900悶 44.565
ol 2s 21. sooi 2s, oas
0 3 6 21. 9001 31, 16 I
0 23 21. 900駕 19.9oz
0 4-5 21. 900駕 38,396
0 25 ZI. 900駕 20 902
0 21 21. 9001 17. 317
0 32 21. 900% 26, 145
0 38 21. 9001 30,617
0 32 21. 900% 25. 257
0 27 21. 900% 20. 958
0 49 21.900駕 37.417
0 36 21. 900l'li 267 570
0 36 21. 900悶 25,848
0 26 21. 900茎 18,057
0 21 21. 900¥ 13,993
0 30 21. 900% I 9, 072
0 30 21�900芸 LB.245
0 31 21. 900国 17,984
o ao I 21. 900% 16, ss1
ol a�L21. 900昆_J__tj35
叫叩. 900甚I _n_m 
0 36 ZI.900% 17,189 
ol 36 21. goos u. 566

, 

f i l 

1
9
.

,
 言＿
謬
言
謬
讐―
江＿
讐＿
讐＿
1＿
讐
言
口

利

占
855
383
743-
042-
583-
細＿
152-
943-
007-
928-

言―
865-
778-叫

口

1,

1
 

三――孔孔位
331既位
5位
位
23位孔訊訟璃

当
｛

皐
325-
226

=-
962-
239-
98-
4

充

比
i

江
瓦
l
砒
20
証
凡
訟
凡
江

金元 残高

l, S5&, 392: " ' '"' . 

l. 553, 0671
’ ’

L_SJ�.841;
h 490_._40§J

It, 470, 4441
I1,442.2051

l. 422, 1071- - . I 
l,_393. 5031

J 

1-r..3H.L405/
l�_ 361, 1?2l
k312, 訓

I ぃ�841
1. 293. 741 I

叫 ．．．— ,
I 

I, 272. 6991
I _, _230. 116!

li__l 57. 5狂I
1. 110. s91 I-··. -·-1
1, 059, 5841 
I• 皿幽

966,901 I... -l
919.8851 
"」"'" '" . 

堕847,577: 
堕
堕
704,071 ・＇ 

．

． 

未払利息
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これは正本である。

平成1 8年1 0月2日

松阪簡易裁判所

裁判所書記官 打 田 徹
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